
xxxx年xx月xx日 ３つの視点からアイデア出しWS（開始時刻） 13:00（準備） 0:10 13:00～1. 自己紹介（一人　20分÷人数　程度で！） 0:20 13:10～①自己紹介②月３万円ビジネスを知ったきっかけは？2. 今日のワークショップの説明 0:05 13:30～①「潜在的欲求」「人」「場所」の３つ視点からビジネスを生み出す。②自分のビジネスアイデアを考えるワークショップではない。③けれども、自分にできる仕事のアイデアも出てくるかもしれない。④ある人ができた仕事を分けてもらうことや、自分ができた仕事を分けてあげることもできるかもしれない。3. ワーク１　「潜在的欲求(ほしい）」からアイデアを出す（１）ワークの説明 0:05 13:35～①「こんなサービス・商品があったらいいのになあ」ということを付箋紙にできるだけたくさん書く。（１アイデア１枚）②なんでもOK。ぶっ飛んだアイデアでもいい。（例１：ボロ車でいいからとにかく安いレンタカー。1泊2日2,000円）（例２：毎朝ゴミを出しておいてくれるサービス。月2,000円）③参考として、生活分野９つのカテゴリー衣・食・住・エネルギー・安全健康・娯楽・教育・情報・交通④発表してもらい、模造紙にまとめる。（２）アイデア書き込み 0:15 13:40～各人が付箋紙にアイデアを記入する。（３）アイデア共有 0:20 13:55～①順番にアイデアを発表してもらい、模造紙にまとめていく。②似たようなアイデアは近いところに貼っていく。③時間内に終わるように簡潔に発表する。4. ワーク２　「人（できそう、してもらいたい）」からアイデアを出す（１）ワークの説明 0:05 14:15～①知っている人を思い浮かべて、「○○さんならこんなサービスができるのでは？」、「○○さんにこんなことしてほしい」ということを、付箋紙にできるだけたくさん書く。②なんでもOK。ぶっ飛んだアイデアでもいい。（例１：○○さんの平日毎朝モーニングコール。月2,000円）（例２：○○さんの月極め食堂。予算に応じて毎日ちがう食事を提供。一日一食、月15,000円）③発表してもらい、模造紙にまとめる。（２）アイデア書き込み 0:15 14:20～各人が付箋紙にアイデアを記入する。（３）アイデア共有 0:20 14:35～①順番にアイデアを発表してもらい、模造紙にまとめていく。②似たようなアイデアは近いところに貼っていく。③時間内に終わるように簡潔に発表する。1/2



xxxx年xx月xx日 ３つの視点からアイデア出しWS5. ワーク３　「場所（できそう、したい）」からアイデアを出す（１）ワークの説明 0:05 14:55～①知っている場所を思い浮かべて、「○○でこんなサービスができるのでは？」、ということを、付箋紙にできるだけたくさん書く。②なんでもOK。ぶっ飛んだアイデアでもいい。（例１：休みの日に○○小学校の体育館で昔の映画上映会）（例２：○○公園で夜だけビアガーデン）③発表してもらい、模造紙にまとめる。（２）アイデア書き込み 0:15 15:00～各人が付箋紙にアイデアを記入する。（３）アイデア共有 0:20 15:15～①順番にアイデアを発表してもらい、模造紙にまとめていく。②似たようなアイデアは近いところに貼っていく。③時間内に終わるように簡潔に発表する。（休憩） 0:10 15:35～6. 値段を付ける（１）ワークの説明 0:05 15:45～①一つひとつのアイデアに対して、買いたい人を聞き、「この値段なら即買い」の最低価格と「人数」を模造紙に書き込んでいく。②説明してほしいことがあったら、発案者に補足してもらう。③アイデアに相乗りして、別のアイデアが出たら付箋紙を追加していく。④アイデアや発言に対して、批判は禁止。（２）値段付けとブレーンストーミング開始（時間が足りなければ延長） 0:30 15:50～7. ビジネスとして成り立たせるための方法を考える（時間がなければ割愛）（１）ワークの説明 0:05 16:20～①一番多くの人が買いたいビジネス、もしくは、一番実現できそうなビジネス一つを選ぶ。②あなたがそのビジネスをはじめるとして、成り立たせるためにはどうすればよいか、ブレーンストーミング。③発言はホワイトボードか模造紙に書いてまとめる。④アイデアや発言に対して、批判は禁止。⑤「私がやるならこうする！」という発言にしてもらう。（２）ブレスト開始 0:15 16:25～8. 感想共有（一人　10分÷人数　程度で！） 0:10 16:40～①感想②次回やるなら話したいこと、もっとこうしたいなど（あれば）（片付け） 0:10 16:50～（終了） トータル 4:00:00 17:002/2


